
  

　

10
月
17
日(
土
）、
義
肢
装
具
士

の
皆
様
へ
向
け
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
弊
社
が
15
年
に
渡
り

取
り
組
ん
で
き
た
「
フ
ッ
ト
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
概
念
と‶

足
か
ら
始
ま
る
健
康
″
に
つ
い
て
、

実
に
半
世
紀
以
上
に
渡
り
非
常
に

示
唆
に
富
ん
だ
取
り
組
み
を
な
さ

れ
て
き
た
㈱
山
忠
か
ら
、
中
林
功

一
氏
（
同
社
取
締
役
会
長
）
と
亀

山
貴
司
氏(

同
社
係
長
）
を
お
迎

え
し
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

令和２年 11 月

(1) ギシナビ News【006 号】

て
健
康
寿
命
に
寄

与
す
る
か
に
着
目
、

‶

靴
下
１
枚
の
可

能
性
″
を
追
求
し

て
き
た
同
社
は
、

中
林
氏
の
代
に
創

業
60
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
改
め

て
、
「
靴
下
の
真

の
顧
客
は
誰
か
？
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
実

に
２
年
に
も
渡
る
模
索
が
始
ま
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
研
究
者
で
も
あ
る
親
友

の
ひ
と
り
か
ら
の
「
こ
れ
か
ら
は
エ
ビ
デ
ン
ス

　

今
年
で
創
業
62
年
、
「
売
れ
る
か
ど
う
か
よ

り
、
ま
ず
は
世
の
中
の
役
に
た
つ
か
」
を
社
是
に
、

創
業
当
時
か
ら
、
歩
行
寿
命
を
い
か
に
延
ば
し

ギシナビ
News

【006 号】

prosthetist and orthotist navigation news

【大阪本社】
〒 556-0004
大阪市浪速区日本橋西 1 丁目 3-19  南海日本橋ビル１F
TEL:06-4708-4877 ／ FAX:06-4708-4789

の
時
代
だ
よ
」
と
の
言
葉
に
ヒ

ン
ト
を
得
、
そ
の
答
え
を
求
め

日
本
全
国
を
辿
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
あ
る
介
護
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー

カ
ー
か
ら
弊
社
代
表
荒
山
を
紹

介
さ
れ
、
弊
社
機
器
を
導
入
し

て
実
証
実
験
を
行
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
驚
く
べ
き
結
果
を
得
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
〝
快
進
撃
″
。

　

外
反
母
趾
、
巻
き
爪
、
浮
き
指
。
計
測
会
を

開
催
し
お
客
様
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
が
同
社

の
靴
下
を
履
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
ど
う
変
化

す
る
か
の
経
過
を
追
い
、
会
長
自
ら
が
改
め
て

大
学
院
で
学
び
直
し
、
研
究
の
為
の
研
究
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
顧
客
に
資
す
る
と
い
う
ア

【
特
集
】
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
報
告

【
Ｄ
Ｘ
の
具
体
的
事
例
報
告
】

弊
社
シ
ス
テ
ム
導
入
企
業
様
訪
問

ピ
ー
オ
ー
ブ
レ
イ
ス
株
式
会
社(

北
海
道
）

　

今
回
、
実
際
に
弊
社
機
器
及
び
シ

ス
テ
ム
を
導
入
頂
い
て
い
る
企
業
様

を
訪
問
し
、
更
な
る
技
術
向
上
の
た

め
の
実
技
講
習
に
加
え
、
導
入
後
の

り
ま
し
た
ね
。

◆
Ｎ
：
弊
社
シ
ス

テ
ム
導
入
か
ら
本

格
稼
働
ま
で
に
か

か
っ
た
時
間
は
？

◇
Ｕ
：
４
月
頃
か

ら
。

で

す

か

ら
、

そ
れ
ほ
ど
か
か
ら

な
か
っ
た
で
す
ね
。

例
え
ば
、
イ
ン
ソ
ー
ル
の
製
作
で
す
と
、
従
来

の
ト
リ
ッ
シ
ャ
ム
か
ら
の
製
作
で
は
石
膏
型
製

作
か
ら
始
め
て
早
く
て
も
３
～
４
時
間
か
か
っ

て
い
た
の
が
、
導
入
後
は
計
測
デ
ー
タ
読
み
込

み
か
ら
切
削
完
了
ま
で
１
時
間
ほ
ど
で
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
切
削
は
機
械
が
し
て

く
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
間
を
別
の
仕
事
に
充
て

る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
大
幅
な
時
短
に
な

大高社長（写真右）とスタッフの皆様

中林 功一 氏

実
態
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
て
参
り
ま
し
た
。

◆
中
村
（
弊
社
営
業
、
以
下
、
Ｎ
）
：
弊
社
機

器
を
導
入
頂
い
た
時
期
は
？

◇
上
田
様
（
ピ
ー
オ
ー
ブ
レ
イ
ス
㈱
Ｃ
Ａ
Ｄ
担

当
責
任
者
、
以
下
、
Ｕ
）
：
導
入
し
た
の
は
今

年
の
２
月
で
す
ね
。

◆
Ｎ
：
弊
社
機
器
及
び
シ
ス
テ
ム
を
導
入
頂
い

た
こ
と
に
よ
る
作
業
効
率
は
、
実
際
の
と
こ
ろ

い
か
が
で
す
か
？

◇
Ｕ
：
作
業
効
率
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

亀山 貴司 氏

エ
ビ
デ
ン
ス
の
時
代
、
弊
社
代
表
と
の
邂
逅

儲
け
よ
り
世
の
中
の
た
め
に

【報告】第 7 回オンラインセミナー

『 24 時間体制のケアサポートを考えた開発
～“正しい靴下”の着用を習慣にすることの意義～ 』

◆
Ｎ
：
そ
の
他
、
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
い
か
が
で
す
か
？

◇
Ｕ
：
ま
ず
は
〝
技
術
の
平
均
化
″
に
よ
り
、

誰
が
作
っ
て
も
同
じ
も
の
が
出
来
る
こ
と
。
ま

た
、
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
る
（
再
現
性
が
あ
る
）

の
で
、
数
か
月
後
に
同
じ
ご
注
文
を
頂
い
て
も

短
時
間
で
同
じ
形
状
の
も
の
が
製
作
出
来
ま
す
。

◆
Ｎ
：
時
短
に
よ
る
営
業
活
動
や
残
業
な
ど
へ

の
影
響
は
い
か
が
で
す
か
？

◇
Ｕ
：
シ
ス
テ
ム
導
入
の
成
果
を
お
伝
え
す
る

こ
と
で
新
規
の
お
取
り
引
き
病
院
が
増
え
ま
し

た
し
、
製
作
数
が
増
え
て
も
１
足
当
た
り
の
製

作
が
大
幅
に
時
短
出
来
ま
し
た
の
で
、
残
業
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

◆
Ｎ
：
今
後
と
も
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に

向
け
て
、
是
非
と
も
弊
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
活
用
下
さ
い
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講演時の資料から（一部）

プ
ロ
ー
チ
か
ら
開
発
を
進
め
る
姿
は
、
研
究
者

側
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
の
こ
と
。

　

一
足
90
分
。
実
は
、
通
常
一
足
の
靴
下
が
編

み
上
が
る
ま
で
に
か
か
る
10
倍
以
上
も
の
時
間

が
か
か
り
、
ま
た
、
決
し
て
お
手
頃
価
格
と
い

う
印
象
で
は
な
い
同
社
の
「
ケ

ア
ソ
ク
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
こ

う
し
た
真
摯
な
開
発
の
裏
付
け

が
あ
り
、
い
ま
や
お
客
様
か
ら

の
切
実
な
声
、
感
謝
の
言
葉
が

届
き
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
か

ら
の
注
文
が
相
次
い
で
い
る
そ

う
で
す
。



(2)ギシナビ News【006 号】

　

補
助
金
の
有
効
活
用
で
新
た
な
強
み
を
持

ち
、
骨
太
の
会
社
に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？　

　

４
次
の
締
切
間
近
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

至
急
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
（
電
話:

０
６
―

４
７
０
８
―
４
８
７
７
、
メ
ー
ル:

ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

＠
ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｇ
ｐ
．
ｊ
ｐ
、
営
業:

中
村
）
。

　

国
が
主
導
す
る
中
小
企
業
向
け

施
策
「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助
金
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

特
別
枠
の
内
、
類
型
Ｂ
ま
た
は

類
型
Ｃ
の
場
合
、
補
助
率
４
分
の

３
（
最
大
１
千
万
円
）
が
受
け
ら

れ
、
感
染
症
防
止
対
策
の
場
合
は

最
大
50
万
円
、
事
業
再
開
枠
を
上

乗
せ
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

“ニューノーマル時代”
の三次元足型計測

アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ
（弊社研究員）

【紹介】日々の研究、ほんのひとコマ

　足は身体において日常生活を自由且つ自主的に過ごす為の最も重要な部位の

1 つであり、身体バランスやその安定性は足の構造と地面との接触によって決

まります。シューズにきちんとフィットし快適であれば、使用者は痛みを伴う

こともなく、歩きやすくなります。適切な靴選びのために、自分の足を測定す

るには、従来では大抵の場合、ノギスや巻尺で行われてきましたが、これでは、

シューズショップなどで足を測定するスタッフとの接触を引き起こしてしまい

ます。最近では、靴業界にも三次元のフットスキャン技術が登場し、足型測定

のために広く使用されるようになり、これによって顧客は自分の足に適切にフ

ィットするインソールと靴を注文することが出来るようにもなりました。 

　2019 年 12 月以降、私たちのライフスタイルは、新型コロナウイルス（以

下、COVID-19）の世界的大流行の影響を受け続けていますが、従来通りのラ

イフスタイルでは、さらにこれを蔓延させる可能性があります。私たちは、こ

れまでのライフスタイルからデジタルライフスタイルに切り替わるハイブリッ

ドライフスタイルを生きてきましたが、これは、適切な靴を選んで履くという

私たちの通常の習慣を妨げるものであってはなりません。インソールやシュー

ズを購入するために足を自由且つ安全に測定するには、従来の方法の代替手段

を実装する必要がありますが、そこで、「RealFoot Self（Dream GP Inc.、大

阪）」によるフットスキャニングマシンの革新と開発を紹介します。

 「RealFoot Self」による計測は 2 言語（日本語と英語）に対応しており、立

位または座位で片足を測定するのに 15 秒もかかりません。また、計測表示画

面から QR コードを読み取るだけで、計測により得られた足長、足囲、足幅、

甲の高さ、かかと幅、足の形などの三次元データ情報をスマートフォンに保存

でき、足形状に関する何らかの問題やミスアライメントの有無を識別すること

もできます。このセルフ型三次元足型自動計測機は、店舗スタッフとの接触を

減らし、COVID-19 の拡散防止プロトコルに合致するもので、スポーツやリハ

ビリテーション、学術分野における研究目的でも使用することが出来ます。

←
原
文
は
こ
ち
ら
か
ら

prosthetist and orthotist navigation news

義肢装具士の皆様へ

第８回

『 商品開発にかける思い
～「あゆみシューズ～ 』誕生ストーリー～ 』

Zoom 利用による無料オンラインセミナー

【お申込み・お問合せ】  ※お申込み期限：11 月 12 日（木）

㈱ドリーム・ジーピー
TEL：06-4708-4877 ／ FAX：06-4708-4879

主 

催

・「氏名（ふりがな）、貴社名、所属名・役職、電話番号、メールアドレス」
をご用意の上、ＦＡＸまたは E-mail にてお申し込みください。
　セミナー当日、お伺いしたメールアドレスへ専用ＵＲＬを送信致しますの
で、そちらをクリックしてご参加下さい。E-mail：info@dreamgp.jp

【演題】
 １．14：00 ～ 15：15

　『 商品開発にかける思い ～「あゆみシューズ」誕生ストーリー～ 』

　 客員講師：十河 孝男 氏（徳武産業株式会社 代表取締役会長）

　　～～～～～休憩（15：15 ～ 15：25）～～～～～ 

 ２．15：25 ～ 15：45

　『 弊社開発「RealFoot」のご紹介 ～セルフで足を測ってみたら～ 』

　 講師：成毛 喜男 氏（弊社執行役員）　   

 

 ３．15：45 ～ 16：00

   『 小規模事業者持続化補助金、〆切迫る！（12 月 10 日） 』

　 講師：中村 美穂（弊社営業）

十河 孝男 氏
「あゆみシューズ」シリーズの一例

セルフで測れる「RealFoot」

『ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金』４次

【日 時】2020 年 11 月 14 日 ( 土 )

14：00 ～ 16：00 

受給までの手続きとスケジュールは？

公
募
開
始

申
請
受
付

採
択
通
知

交
付
申
請
・
交
付
決
定

事
前
準
備

火
火
時

木
時

月中
目途

③の後
１ヶ月
程度

補
助
事
業
期
間

確
定
検
査
交
付
額
の
確
定

補
助
金
の
請
求

補
助
金
の
支
払

知
的
財
産
権
等
報
告

事
業
化
状
況
報
告

・
実
績
報
告

・
中
間
検
査

・
事
業
実
施

※上記全ての手続きは ％電子化

④の後
ヶ月

以内※

⑤の後
１ヶ月
程度

毎年
４月に
依頼〜ビズ

の取得

４次締切の場合

１次締切 令和２年３月 日（済）
２次締切 令和２年５月 日（済）
３次締切 令和２年８月３日（済）
４次締切 令和２年 月 日
５次締切 令和３年２月頃

締切の年間スケジュール

※変更の可能性有

※グローバル展開型に
ついては ヶ月以内

11 月 26 日 ( 木 )17 時 ※〆切迫る！

【出典】ものづくり補助事業公式ホームページ


